
鉾田の魅力を伝えます

鉾田大使誕生！
　

昨
年
12
月
、「
鉾
田
大
使
」
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
使
は
、
鉾
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

で
、
鉾
田
を
理
解
し
、
鉾
田
に
愛
着
が

あ
り
、
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
鉾
田
の

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
方
に
対
し
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
11
日
開
催
さ
れ
た
鉾
田
市
新
春

賀
詞
交
歓
会
に
お
い
て
、
鉾
田
大
使
委

嘱
状
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
、
ア
フ
リ

カ
医
療
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
医
師
・

大
学
院
教
授
の
堤
可
厚
氏
、
映
画
監
督

の
門
井
肇
氏
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
堀
江
幸
子
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
タ
レ
ン
ト
の
磯
山
さ
や

か
さ
ん
、巨
人
軍
投
手
の
東
野
峻
選
手
、

映
画
監
督
の
栗
山
富
夫
氏
、
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
浅
野
哲
也

氏
、
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
寮
長
の
梶

間
健
一
氏
、
漫
画
家
・
作
家
の
桑
田
二

郎
氏
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
打
撃
コ
ー
チ

の
高
柳
秀
樹
氏
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
投

手
の
長
峰
昌
司
選
手
か
ら
も
鉾
田
大
使

就
任
の
承
諾
を
得
て
お
り
、
近
く
、
鬼

沢
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた

今
月
の
内
容

10―12 行政からのお知らせ２

■市営住宅入居者募集
■こころの健康フォーラム
■造林用苗木斡旋
■鯉のぼり募集
■医療機関案内　ほか

6―9 まちの話題

■賀詞交歓会・成人式・消防出初式
■ JA、学校給食用食材提供
■学校教育施策検討委員会
■こむこむ　ほこた
■スポーツ　ほか

2―5 行政からのお知らせ１

■苺キャンペーン
■旭保健センター移転
■消費生活センター開設
■新型インフルエンザ
■市民税・県民税申告日程　ほか

20092009（平成21年）（平成21年） 月号 月号 vol.41vol.4122

▲

 

タ
レ
ン
ト
・
磯
山
さ
や
か
さ
ん

▲

 

巨
人
軍
投
手
・
東
野
峻
選
手

▲

 

医
師
・
大
学
院
教
授　

堤
可
厚
氏

▲

 

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

堀
江
幸
子
さ
ん

▲

 

映
画
監
督　

門
井
肇
氏

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります
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■
総
合
的
Ｐ
Ｒ
企
画
を

　
　
　
　
　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
！

　

１
月
中
旬
か
ら
１
か
月
間
、
長
野
県
内
で
鉾
田
市
産

地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会
に
よ
る
「
鉾
田
市
の

苺
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
ほ
こ
た
６
月
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に

長
野
県
で
農
産
物
の
販
売
実
績
を
上
げ
る
こ
と
で
新
た

な
販
路
開
拓
、
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
価
格
向
上
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
①
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

の
番
組
特
集
や
Ｃ
Ｍ
の
制
作
・
放
送
。
②
地
元
の
外
食

産
業
と
の
提
携
企
画
の
実
施
。
③
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
を
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
、
消
費
者
に
対
し

て
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
長
野
県
知
事
と
会
見

　

１
月
23
日
、
長
野
県
民
に
Ｐ
Ｒ
！
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
ト
ッ
プ
、
長
野
県
知
事
村
井
仁
氏
と
の
会
見
が
長

野
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鬼
沢
市
長
は
、
大
量
の
鉾

田
市
産
農
産
物
が
長
野
県
で
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と
や

長
野
県
産
の
リ
ン
ゴ
を
鉾
田
市
内
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
販

売
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
今
後
も
よ
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
鉾
田
市
に
対
す
る
特
段
の
配
慮
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
村
井
知
事
は
、
鉾
田
市
の
地
形
・
気
候

そ
し
て
鉾
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
感
嘆
し
、

「
大
変
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
我
が
県
は
、
企
業
に
頼

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
今
回

の
世
界
同
時
不
況
に
よ
り

県
財
政
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
ま
す
。
景
気
に

左
右
さ
れ
な
い
産
業
の
育

成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。」
と
話
さ
れ
、
今
後

の
鉾
田
市
の
活
躍
に
エ
ー

ル
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
外
食
産
業
と
提
携

　

外
食
産
業
と
の
提
携
企
画
で
は
、
長
野
・
新
潟
・
富

山
・
石
川
・
山
梨
で
49
店
舗
の
飲
食
店
を
展
開
し
て
い

る
外
食
産
業
の
㈱
あ
っ
ぷ
る
ア
イ
ビ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
鉾
田
市
産
苺
「
と
ち
お
と
め
」
を
使
用
し
「
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
フ
ェ
ア
ー
」
が
12
月
か
ら
３
月
初
旬
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
店
舗
で
は
、店
の
回
り
に「
う

ま
か
っ
ぺ
！
鉾
田
の
い
ち
ご
」
の
の
ぼ
り
旗
が
設
置
さ

れ
、
苺
の
産
地
名
「
鉾
田
市
・
Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ
・
Ｊ

Ａ
茨
城
旭
村
」
や
鉾
田
市
産
苺
の
説
明
な
ど
が
表
記
さ

れ
た
チ
ラ
シ
の
配
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
協
議
会

で
は
、
苺
の
デ
ザ
ー
ト
を
注
文
し
た
方
に
三
角
く
じ
を

実
施
し
、「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ―

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
と
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
、
鉾
田
の
野
菜
料
理
レ

シ
ピ
集
な
ど
の
景
品
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
企
画
は
、
地
元
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
と
も
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
番
組
取
材
や
Ｃ
Ｍ
で
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
地
元
大
手
小
売
業
で
試
食
販
売
会

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
「
苺
の
試
食
販
売
会
」
が

23
・
24
日
、
地
元
を
代
表
す
る
小
売
店
２
箇
所
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。会
場
の
一
つ「
な
が
の
東
急
」で
は
、キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
が
到
着
し
て
か
ら
２
時
間
ほ
ど
で
完
売
す
る

ほ
ど
の
売
れ
行
き
で
、
訪
れ
た
買
い
物
客
た
ち
か
ら

は
、「
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
よ
。」、「
鉾
田
市
は
メ
ロ
ン

も
美
味
し
い
け
ど
、
苺

も
有
名
な
ん
で
す
ね
。」

な
ど
、
う
れ
し
い
言
葉

も
聞
か
れ
、
早
く
も
Ｐ

Ｒ
効
果
が
表
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
に
参
加
し
た
苺
生
産

者
の
女
性
は
、「
試
食

販
売
会
で
苺
が
売
れ
残

る
の
は
見
た
く
な
か
っ

た
の
で
、
一
生
懸
命
Ｐ

鉾田市議会定例会のお知らせ

　

市
の
動
静　
（
１
月
）

６　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク　

10　

鉾
田
市
消
防
出
初
式

11　

鉾
田
市
成
人
式
典

　
　

鉾
田
市
賀
詞
交
歓
会　

13　

県
青
果
物
銘
柄
産
地
等
指
定
証
交
付
式

15　

Ｊ
Ａ
、
学
校
給
食
用
食
材
贈
呈
式

16　

市
町
村
負
担
金
審
議
委
員
会

18　

文
化
財
防
火
デ
ー
警
防
訓
練

20　

茨
城
県
市
長
会

30　

家
族
経
営
協
定
調
印
式

　
　

百
里
基
地
周
辺
市
町
村
協
力
会
新
春

　
　

防
衛
懇
話
会

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
Ｐ
Ｒ

　

長
野
は
首
都
圏
と
比
べ
広
告
宣
伝
費
が
１
０
０
分
の

１
。
少
な
い
経
費
で
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
大
々
的

な
宣
伝
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
も
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
、
１
ヶ
月
間
、
信
越
放
送
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
）
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｍ
の
他
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
で
特

集
を
組
み
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
「
３

時
は
！
ら
ら
ら
♪
」
で
は
、
１
月
22
日
・
29
日
の
２
週

に
か
け
て
鉾
田
市
の
特
集
が
組
ま
れ
、
女
性
３
人
が
鉾

田
の
魅
力
に
惹
か
れ
メ
ロ
ン
に
続
い
て
再
度
、
鉾
田
市

を
訪
ね
る
と
い
う
設
定
で
「
苺
狩
り
」、「
苺
餅
の
餅
つ

き
」、「
干
し
芋
加
工
」
な
ど
の
体
験
や
食
べ
歩
き
が
行

わ
れ
、
農
産
物
加
工
品
や
市
内
各
地
な
ど
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
月
23
日
に
は
、
鬼
沢
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
、
現
地
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
生
出
演
し
、
鉾

田
市
の
苺
や
美
味
し
い
食
べ
方
、
加
工
品
な
ど
の
紹
介
を

行
い
、
視
聴
者
に
鉾
田
の
美
味
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

番
組
が
終
わ
る
と
市

内
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
に
長

野
の
方
か
ら
問
合
せ
や

注
文
が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

◆開会　３月３日（火）10時から
　鉾田市役所　３階　市議会議場
　※ 日程が変更になる場合もありますので傍聴を

する方はお問合せのうえおいでください。
　　市議会事務局☎33-2111　（内線）1311問

Ｒ
し
な
が
ら
売
り
ま
し
た
。
苺
の
一
粒
一
粒
に
生
産
者

の
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
ん
で
す
も
の
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
市
場
関
係
者
は
、「
農
産

物
は
、
ハ
ー
ト
が
な
い
と
売
れ
ま
せ
ん
。
消
費
者
（
長

野
県
民
）
に
鉾
田
市
産
の
も
の
が
欲
し
い
と
い
う
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、
鉾
田
市
産
の

苺
や
メ
ロ
ン
な
ど

が
国
民
的
フ
ル
ー

ツ
に
な
る
よ
う
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」と
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会

鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会

鉾
田
市
の
苺い

ち
ご

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

長野県知事との会見

苺狩りの収録

苺餅の餅つき体験収録

SBCテレビ生出演

SBCラジオにも生出演

㈱あっぷるアイビーの店舗

長野市内での試食販売会の様子
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２
月
９
日
か
ら
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

 

が
移
転
し
ま
す

　

昨
年
か
ら
建
設
し
て
い
た
鉾
田
市
旭
保
健
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
2
月
9
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

　

健
診
が
よ
り
快
適
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
や
、
検
診
車
と
の
出
入
り
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
、
新
た
に
栄
養
指
導
室

や
機
能
訓
練
室
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旭
総
合
支
所
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
母
子
手
帳
、
マ
ル
福
な
ど
関
連
す

る
手
続
き
も
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

 

定
額
給
付
金
の
給
付
を

よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
定

額
給
付
金
の
給
付
に
必
要
な
の
で
、
家
族

構
成
や
個
人
名
、
口
座
番
号
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
。」
と
、
個
人
情
報
の
提
供
を

求
め
る
も
の

●
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
定

額
給
付
金
に
関
す
る
通
知
を
送
っ
た
が
届

い
て
い
る
か
。
届
い
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
電
話
が
欲
し
い
。」
と
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
へ
電
話
す
る
よ
う
求
め
る
も
の

●
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
定
額

給
付
金
の
給
付
の
た
め
の
手
続
き
が
混
み

合
っ
て
い
る
の
で
、
通
帳
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
金
融
機
関
等
の
現
金
自
動
預
払
機
）
ま
で

行
き
、電
話
を
し
て
欲
し
い
。」
と
、フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番
号
を
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
お
び
き
出
そ
う
と
す
る
も
の

　

な
ど
定
額
給
付
金

の
給
付
を
か
た
っ
た

不
審
な
電
話
が
あ
っ

た
と
い
う
相
談
が
、

警
察
署
又
は
市
区
町

村
に
よ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

定額給付金
がでますよ怪しいわ

■
移
転
先

　
　

鉾
田
市
造
谷
６
０
５
ー
３

　
　
　
　
（
旭
総
合
支
所
敷
地
内
）

　
　

鉾
田
市
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
７
〜
１
４
１
１

　

市
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
、
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
員
が
問
題
解

決
の
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

市
役
所　

産
業
経
済
課
内

 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
６
５

問 鉾
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

を
開
設
し
ま
し
た

●
相
談
日

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

※ 

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
は
、
専
任
の
相
談
員

が
対
応

●
受
付
時
間

　

9
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
30
分

●
相
談
内
容

　

 

消
費
生
活
（
事
業
者
と
消
費
者
間
の
契
約
）
に

係
る
相
談
に
関
す
る
こ
と

　
（
例
）
多
重
債
務
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売
、

　
　
　
　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど

●
相
談
方
法

　

直
接
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
、
ま
た
は
電
話
で
相
談

　

 

※
契
約
・
支
払
等
に
関
す
る
書
類
一
式
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

（
契
約
者
本
人
に
よ
る
こ
と
が
原
則
）

＜場所：市役所１階　産業経済課内＞

●
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
は
、
次
々
に
新
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
心
配
な
時
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

完成予想図

鉾
田
市
・
行
方
市
・
鹿
嶋
市
・
潮
来
市

 

合
同
に
よ
る
不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す

市
役
所　

収
納
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
７
３

農
業
委
員
会　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
２
５
２

問■
日
時
：
３
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

受
付
12
時
50
分
〜

■
場
所
：
茨
城
県
行
方
合
同
庁
舎
2
階
大
会
議
室

■
公
売
に
関
す
る
資
料
の
配
布

　

 　

市
役
所
収
納
課
で
物
件
の
詳
細
、
必
要
書
類
な

ど
を
記
し
た
「
公
売
広
報
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
郵
送
可
）

■
注
意
事
項

　

 　

税
の
完
納
な
ど
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
（
田
・
畑
）
物
件
の

公
売
参
加
に
は
、
市
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る

「
買
受
適
格
証
明
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

手
続
方
法
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鉾
田
市
役
所
収
納
課

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

売却
区分

物件の
所在 地目 地積 見積価額 公売

保証金

鉾
田
市

20-5
鉾田市中居
字一本松
1577番

田 1738
㎡

830,000
円
90,000

円

20-6
鉾田市中居
字一本松
1578番

田 1150
㎡

550,000
円
60,000

円

公売対象不動産

※ 先月号で他の物件も案内しています。詳しくは、市役所
収納課までお問い合わせ下さい。



◇新型インフルエンザが発生したら、国や茨城県、市からの情報に注意し、冷静に行動しましょう。

◎　より詳しい情報は下記ホームページをご覧ください。
厚生労働省　新型インフルエンザホームページ　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index. html
茨城県保健福祉部保健予防課　新型インフルエンザホームページ
 http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/yobo/kansen/idwr/infomation/new/index.html
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

 

発
生
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

問
市役所　健康増進課
 ☎３３－３６９１

■ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　

近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
１
）
が
鳥
か

ら
人
に
感
染
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

鳥
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
し
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
人
類
の
ほ
と
ん
ど
が

免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
容
易
に
人
か
ら
人
へ

感
染
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
な
大
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
と
こ
れ
に
伴
う
社
会
的
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

政
府
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
た
行

動
計
画
を
定
め
、
同
計
画
に
基
づ
い
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
に
は
、
感
染

の
広
が
り
を
抑
え
、
被
害
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る

た
め
に
、
一
人
一
人
が
必
要
な
準
備
を
進
め
、
実
際
に

発
生
し
た
際
は
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

■  

も
し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

た
ら
？

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
よ
う
に
人
と
人
が
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
感

染
が
拡
大
し
ま
す
。
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同
じ
よ
う
に
、
外

出
後
の
「
う
が
い
」、「
手
洗
い
」
や
外
出
時
の
マ
ス
ク

着
用
を
徹
底
し
ま
す
。「
手
洗
い
」
や
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
は
ふ
だ
ん
か
ら
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ら
、
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
、
人
が
集
ま
る
場
所
へ
は
で
き
る
だ
け

行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

■ 

い
ま
、
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
？

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

○
流
行
期
の
た
め
の
食
料
や
日
用
品
な
ど
の
備
蓄
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
流
行
期
に
外
出
し
な
く
て
も

す
む
よ
う
最
低
限
（
２
週
間
程
度
）
の
食
料
や
日
用
品

な
ど
は
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
発
生
し
た
と
き
に
備
え
、
家
庭
や
職
場
で
話
し
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
流
行
期
の
た
め
の
食
料
と
日
用
品
な
ど
の
備
蓄
〉

●
食
料
（
長
期
保
存
可
能
な
も
の
）
の
例

米
／
乾
め
ん
類
（
そ
ば･

う
ど
ん 

な
ど
）
／
切
り

も
ち
／
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク･

シ
リ
ア
ル
類
／
乾
パ

ン
／
各
種
調
味
料
／
そ
の
他
レ
ト
ル
ト･

フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
食
品
／
缶
詰
／
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
／
菓
子
類
／
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー 

な
ど

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
物
品

マ
ス
ク
／
ゴ
ム
手
袋
（
破
れ
に
く
い
も
の
）
／
水

枕･

氷
枕（
頭
や
脇
の
下
の
冷
却
用
）／
漂
白
剤（
塩

素
系
の
も
の
：
消
毒
効
果
が
あ
る
）
／
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル 

な
ど

●
日
用
品･

医
療
品
の
例

紙
お
む
つ
／
常
備
薬
（
胃
薬･

痛
み
止
め･

そ
の
他

持
病
の
処
方
薬
）
／
ば
ん
そ
う
こ
う 

な
ど

●
通
常
の
災
害
時
の
た
め
の
物
品
（
あ
る
と
便
利

な
も
の
）

懐
中
電
灯
／
乾
電
池
／
ラ
ジ
オ･

携
帯
テ
レ
ビ
／

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
／
ビ
ニ
ー
ル
袋
／
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
／
洗
剤
（
衣
類･

食
器
用
）･

せ
っ

け
ん 

な
ど

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

●
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
と
き
に
、
せ
き
・
く
し
ゃ

み
を
す
る
と
き
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
で
口
と
鼻
を
お
さ
え
、
顔
を
他
の
人
に
は
向
け

ず
に
、
で
き
れ
ば
１
ｍ
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
鼻
汁･

痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ

に
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

●
せ
き
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
し
ょ
う
。

2009 1 24
2009.1.26

H5N1 2003 11

12
4

25
17

8
7

141
115

34
23

107
52

3
2

8
5

1
0

2

H5N1

2004.1~2 ( )
2007.1~2 ( )
2008.4~5 ( )

1
1

2
2

WHO
399 ( 252 )

WHO OIE

1997 H5N1 18 6
1999 H9N2 2
2003 H5N1 2 1
2003 H7N7 89 1
2004 H7N3 2
2007 H7N2 4

1
0

3
1

WHO

1
0

52
23

・
医
療
機
関
は
、
多
く
の
人
が
殺
到
す
る
た
め
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

・
学
校･

幼
稚
園
な
ど
は
、
感
染
防
止
の
た
め
休
校

に
な
り
ま
す
。

・
職
場
で
は
、
多
く
の
患
者
が
発
生
し
、
家
族
の
看

病
な
ど
の
た
め
、
出
勤
で
き
な
い
人
が
多
く
発
生
し

ま
す
。

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
水
道･

電
気･

ガ
ス
）･

公
共
交

通
機
関･

銀
行
な
ど
の
業
務
も
停
滞
し
、
社
会
機
能

が
低
下
し
ま
す
。



市
民
税
・
県
民
税
申
告

広報ほこた H21.2

2009.25

市
役
所　

税
務
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
４
）

旭
市
民
セ
ン
タ
ー　

☎
３
７
〜
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
２
）

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
３
９
〜
３
３
１
１
（
内
線
３
１
０
２
）

問
■
期
間

　

２
月
16
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）

　

※
土
日
は
除
き
ま
す

■
受
付
：
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

〈
持
参
す
る
も
の
〉

①
申
告
書

②
印
鑑

③ 

収
入
を
証
明
す
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
給
与

明
細
書
な
ど
）

④ 

事
業
所
得
が
あ
る
方
は
、
必
要
経
費
と
な
る
領

収
書
、
帳
簿
等

⑤ 

資
産
の
譲
渡
（
土
地
の
売
却
な
ど
）
が
あ
っ
た

方
は
、
そ
の
契
約
書
又
は
売
買
金
額
等
の
わ
か

る
書
類

⑥ 

給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
所
得
者
の
方
で
、
所

得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
源
泉
徴

収
票
（
原
本
）
と
本
人
名
義
の
振
込
先
が
わ
か

る
も
の

⑦
各
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

　

イ　

 

社
会
保
険
料
控
除
に
国
民
年
金
の
支
払
額

を
加
算
す
る
場
合
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

　

ロ　

 

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
証
明

書

　

ハ　

 

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
領
収
書
、
補
て
ん
を
受
け
た
金
額
の

わ
か
る
も
の

　

ニ　

 

障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
障
害
者
手
帳
、
認
定
書

　

ホ　
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

（
所
得
税
の
申
告
を
す
る
場
合
の
み
）
は

次
の
も
の

　
　
　

・ 
登
記
事
項
証
明
書
・
請
負
契
約
書
又
は

売
買
契
約
書
の
写
し
・
住
民
票
の
写
し

（
抄
本
又
は
謄
本
）・
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書
・
源
泉
徴
収
票

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
は
、
申
告
書
に
源

泉
徴
収
票
の
原
本
を
添
付
し
ま
す
の
で
、
控
え
の

必
要
な
場
合
に
は
、
事
前
に
複
写
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

死
亡
し
た
野
鳥
は
素
手
で
触
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

 

野
生
の
鳥
は
、
体
内
や
羽
毛
な
ど
に
細
菌
や
寄

生
虫
な
ど
の
病
原
体
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■ 

同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
鳥
が
死

亡
し
て
い
た
ら
…
。

　

 

県
総
合
事
務
所
環
境
保
全
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

野
生
の
鳥
は
、
餌
が
採
れ
ず
に
衰
弱
し
た
り
、

環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
死
ん
で
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

● 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
た

鳥
と
の
濃
密
な
接
触
な
ど
、
特
殊
な
場
合
を
除

い
て
通
常
で
は
人
に
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
過
度
に

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

茨
城
県
鹿
行
地
方
総
合
事
務
所　

環
境
保
全
課

 

☎
３
３
〜
６
０
５
７

問

16 13 12 11 10 ９ ６ ５ ４ ３ ３月
/２ 27 26 25 24 23 20 19 18 17 ２月/16 日程

月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

湯
坪
・
柏
熊
新
田

勝
下
（
宿
道
・
上

宿
東
・
上
宿
西
）

樅
山（
共
立・
協
同
・

民
主
・
上
宿
第
一
）

常
磐
第
一
・

常
磐
第
二

野
田
・
冷
水

子
生

三
和

造
谷
第
二

大
沼

上
鹿
田

大
神
・
和
岡

上
太
田

箕
輪
西

荒
地

上
釜
（
本
郷
・
市
の

沢
・
七
日
原
・
飛
沢
）

９
時
〜　

　

12
時

旭
地
区

（
学
習
等
供
用
施
設
１
階
）

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

滝
浜
・
滝
浜
新
田

勝
下
（
下
宿
・

中
宿
・
元
宿
）

樅
山（
下
宿
・
第
二・

第
三・
共
和
・
宮
前
）

勝
下
新
田
・

西
勝
下

子
生
第
二

玉
田

造
谷
第
三

造
谷
第
一

飯
田

下
鹿
田

田
崎

下
太
田

箕
輪
東

沢
尻

上
釜
（
南
・
中
・

北
・
平
和
）

13
時
〜　

　

16
時
30
分

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

上
冨
田
・

鳥
栖
本
郷

当
間
・
坂
戸
・

寄
居

紅
葉

高
田
・
堀
の
内
・

須
賀

半
原

西
半
原
・

借
宿
新
田

借
宿
・
郡
境

飯
名
・
秋
山
・

駒
木
根

大
戸
・
額
相

舟
木（
東
堺
・
土
井
林
・

菖
蒲
沼
・
北
菖
蒲
沼
）

安
房
南
・

安
房
高
野

白
塚
・
岡
堀
米

田
中
・
美
原
・

玄
生

烟
田
・
小
高
根

塔
ケ
崎

七
軒
町･

新
鉾
田
・

新
町･

御
城

上
宿
・
本
橋
町
・

横
町 ９

時
〜　

　

12
時

鉾
田
地
区

（
市
役
所
２
階
会
議
室
）

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

大
和
田
・
菅
野
谷

藤
沼
・
新
里
・

鳥
栖
新
田

大
川
・
下
冨
田

野
友
・
粟
野

串
挽
上

串
挽
下

青
柳

徳
宿
新
田
・

石
八
戸
・
南
野

東
野
・
徳
宿
本
郷

舟
木
（
遠
野
・

仲
坪
・
北
山
）

靭
負
・
柏
熊

上
諏
訪
・
安
房
北

大
竹
・
下
荒
地

青
山
・
安
塚
・

宮
内

西
台
・
仲
須
・

旭
町

古
宿
・
西
町
・

本
町

桜
本
・
昭
和
町

13
時
〜　

　

16
時
30
分

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

二
重
作

大
蔵

阿
玉

梶
山

札 飯
島

下
沢

椎
之
内
・

青
山
小
角
台

武
与
釜

汲
上
上
宿

濁
沢
・
別
所
釜

台
浜
第
一
・

台
浜
第
二

上
幡
木

江
川
・
田
塚

高
釜

田
子
沼 ９

時
〜　

　

12
時

大
洋
地
区

（
ふ
る
里
見
聞
館
）

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

二
重
作

大
蔵

阿
玉

梶
山

札 飯
島

下
沢

組
塚

上
沢
・
荒
地

汲
上
下
宿

町
山

台
浜
西
部

中
居

吾
妻
原

堺
釜

京
知
釜 13

時
〜　

　

16
時
30
分



 ▲旭中地区

 ▲大洋中地区

 ▲鉾田南中地区（鉾田・諏訪・大竹）

 ▲鉾田南中地区（当間・新宮・青柳・野友・串挽）  ▲鉾田北中地区

 ▲叙勲等受賞者
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Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

賀
詞
交
歓
会

賀
詞
交
歓
会

成
人
式

成
人
式

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

■学校教育施策
　　　検討委員会発足
　12月22日、第１回市学校教育施
策検討委員会が開催されました。同
委員会は、少子化による児童生徒の
減少などをはじめとする学教教育を
取り巻く諸問題、学校施設の耐震化
問題に対して、鉾田市としてふさわ
しい学校環境を整えるため「教育振
興のための施策」「幼小中学校の適
正規模・適正配置に関すること」に
ついて検討を行う目的で設置されま
した。委員は、学識経験者、市議会
議員代表、区長会代表、保護者代表、
学校関係者代表、総勢60名により
構成されています。

■学校給食センター整備
　　　に伴う説明会開催
　昨年11月29日から12月22日に
かけて「学校給食センター整備に伴
う説明会」が各小学校区ごとに開催
されました。
　学校給食センター整備事業は３町
村合併に伴い策定された「新市まち
づくり計画」の中で、県の新市づく
り支援事業として位置づけられてお
り、国からの補助金などのほか県か
らの財政支援を受けることができ財
政的に有利な事業となっています。
　説明会は整備事業の説明と意見を
いただく目的で実施され、合計で約
250名の方が参加されました。

■福祉ヤクルト、
　車イス、オーブンレンジ寄贈
　12月24日、水戸ヤクルト販売㈱
から車イス１台、オーブンレンジ１
台が市社会福祉協議会に寄贈されま
した。
　同社では、毎年、製品の売上金の
一部を県内の各自治体へ分配する
「福祉ヤクルト」販売を行い、高齢
者や障害者支援に取り組んでおり、
昨年も、ストレッチマットの寄贈が
ありました。

■市補助金審議会開催
　12月24日、第１回市補助金等審

議会が開催され、市長から７人の委

員に委嘱状が交付されました。

　同日付で、市長からの諮問を受け、

審議が開始されました。同審議会は、

条例に基づき、市長の諮問に応じ市

が交付する補助金等のあり方、適否、

金額及び補助率について審議し、そ

の結果を市長に答申します。

　

１
月
11
日
、
市
内
各
界
の
代
表
者

な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
鉾
田
市

新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
の
ほ
か
昨
年
叙
勲
・
褒
章
な
ど

を
受
賞
さ
れ
た
方
々
も
招
待
さ
れ
、

と
も
に
新
春
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鉾
田
大
使
へ
の
委
嘱
状
交

付
も
行
わ
れ
、
初
の
お
披
露
目
と
な

り
ま
し
た
。（
表
紙
参
照
）

【
叙
勲
等
受
賞
に
よ
る
招
待
者
】

 

（
敬
称
略
）

田
中
茂
次
郎
（
瑞
宝
双
光
章
）

新
堀
一
朗
（
瑞
宝
双
光
章
）

烟
田
信
雄
（
瑞
宝
双
光
章
）

坪
沼
浩
（
瑞
宝
単
光
章
）

大
松
茂
雄
（
瑞
宝
単
光
章
）

萩
原
操
六
（
瑞
宝
単
光
章
）

鬼
澤
弘
（
藍
綬
褒
章
）

伊
原
保
男
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

高
須
伸
克
（
救
急
医
療
功
労
者
知
事

表
彰
）

鬼
澤
武
文
（
茨
城
県
表
彰
）

渡
邊
信
子
（
茨
城
県
知
事
表
彰
）

林
幸
雄
（
林
野
庁
長
官
賞
）

■ JA、学校給食用食材提供
　給食メニュー「鉾田の日」
　１月15日、地産地消・食育の一
環として、JAかしまなだ、JA茨
城旭村から学校給食用食材（さつ
まいも・ごぼう・人参・いちご）が
寄贈されました。早速、１月19日
の給食メニュー「鉾田の日」で昨年
11月に両 JAから寄贈された「コ
シヒカリ」と合わせて使用され、市
立の幼稚園、小・中学校の園児、児
童生徒4,544人に提供されました。

■市マスコットキャラクター
　テレビ出演｢愛称募集!｣
　１月７日、NHK水戸放送局の番
組（11時30分生放送）に鉾田市
マスコットキャラクターが出演し、
キャラクター愛称募集について呼び
かけしました。
　募集は１月末に締め切られ、２月
中に審査が行われ、商標登録などの
確認作業のあと正式に決定される予
定です。

　

１
月
11
日
、
鉾
田
市
成

人
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
５
１
８
人
が

成
人
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
は
平
成
生
ま
れ
初
の
成

人
者
（
１
０
４
人
）
が
登

場
し
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
を
感
じ
さ
せ
る
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
鉾
田
市
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
式
辞
の
あ
と
永
年
勤
続
功
労
章

を
授
与
す
る
表
彰
な
ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
達
は
、
団
長
訓
示
を
受
け
て
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
梶
山
地
区
の
光
福
寺
楼
門
付

近
で
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
警
防
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
は
、
法
隆
寺
で
の
火

災
を
契
機
と
し
て
昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
、

鉾
田
市
に
お
い
て
も
、
文
化
財
を
火
災
そ
の

他
の
災
害
か
ら
守
り
、
地
域
住
民
の
文
化
財

愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
防
火
訓
練

■旭地区 夏秋トマト
　　　県銘柄産地指定！
　１月13日、鹿行地方総合事務所
で「県青果物銘柄産地等指定証交付
式」が行われ、2004年の基準を達
成した旭地区の夏秋トマト（大玉）
が再指定されました。
　県銘柄産地制度は、1982年に創
設され、現在、鉾田市では９品目
11産地が指定を受けています。ま
た、銘柄推進産地として１品目１産
地が指定を受けています。
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～親子ほこた農業楽園～

そば打ち体験（親子ほこた農業楽園収穫そば粉使用）そば打ち体験（親子ほこた農業楽園収穫そば粉使用）
　12月21日、鉾田農業高校で、親子ほこた農業楽園の皆さんがそば
打ち体験と試食会をしました。使用されたそば粉は、入園者の皆さん
が栽培し、10月に収穫した物です。子ども11名を含む28名の方が参
加しました。ほとんどの方が、そば打ちは、初めてということで、悪
戦苦闘しながら作りました。前回は、うまく打つことが出来なかった
ということでしたが、今回は、鉾田農高の西連寺教頭先生を講師に迎
え、美味しいそばを打つことができました。

～環境美化推進運動事業～

市内一斉クリーン作戦実施！市内一斉クリーン作戦実施！
　12月21日、市内全域で環境美化推進運動事業（クリーン作戦）が
行われました。毎年２回実施しており、各地区参加者は、寒い中軍手
や掃除道具を手に、自分達の住むまちをきれいにしようと一生懸命
に取り組んでいました。市内83地区が参加し、可燃ごみ8,685キロ、
不燃ごみ14,320キロ、計23,005キロのごみが鉾田クリーンセンター
と大洗・鉾田・水戸環境組合に搬入されました。

～鉾田市シルバー人材センター～

シルバーボランティア市役所周辺を清掃活動シルバーボランティア市役所周辺を清掃活動
　12月16日、シルバー人材センターシルバーボランティアによる清
掃活動が行われました。この活動は、毎年恒例で年２回行われていま
す。今回は、鉾田市役所周辺・大洋市民センター周辺・旭市民センター
周辺の３箇所を、93名の方が清掃活動しました。市役所倉庫裏の側
溝の落ち葉や、駐車場のごみ、又、グリーンロードの空き缶等、目に
つきにくい場所も清掃しました。

～第９期ほこた塾特別公開講座～

元美浦村長の市川紀行氏による公開講座開催元美浦村長の市川紀行氏による公開講座開催
　１月18日、鉾田市役所で第９期ほこた塾特別公開講座が行われま
した。講師は、元美浦村長の市川紀行氏で、「協働のまちづくり」をテー
マに講演しました。塾生以外も参加できる公開講座ということで、約
60名の方が受講しました。市川氏は、美浦村長時代に実践した体験
をもとに「協働のまちづくり」の必要性をうったえ、「行政にたよらず、
自ら立ち上がることがまちおこしにつながります」と講座を結ばれま
した。

～メロン接ぎ木苗生産技術習得講座～ 「日本一の産地を守るため、自分の技術を磨いて欲しい！」「日本一の産地を守るため、自分の技術を磨いて欲しい！」
　12月15日から１月14日の日程で、鉾田市、鉾田農業高校、鉾田地域農業改良普及センター主催による「メロン
接ぎ木苗生産技術習得講座」が鉾田農業高校で開催され、同校の生徒や農業後継者（普及センター内鉾田農業学園）
ら35名が受講しました。
　この講座は、基幹作物である「メロン」の生産基盤の維持と担い手の育成を目的としています。
　メロンの接ぎ木は、「つる割れ病」という病気を防ぐために最も有効な手段とされていますが、多くの生産農家
では、自家栽培ではリスクが大きいため、高額な苗木の購入を余儀なくされています。また、農高においてもメロ
ン栽培の育苗技術を課題としており、この講習会でさらなる技術を習得し、農業への関心と就農意欲の向上を目指
すことから、一同にメロン苗の生産・育苗技術の講座を開催することとなりました。
　１月14日の閉講式では、成長した苗木の引渡しが行われました。「今回が初めて。もう少し勉強して自分でやり
たい」「2,000本接いた。うまくいけば来年全てやってみたい」「最初不安だったが、まぁまぁそれなりに出来、自
信もついた」など、それぞれに成果が得られたようです。講師からは「日本一の産地を守るため、自分の技術を磨
いてほしい」と期待を込めたメッセージがありました。

接ぎ木講習実技風景接ぎ木講習実技風景

接ぎ木講習実技風景接ぎ木講習実技風景

接ぎ木講習実技風景接ぎ木講習実技風景

講座参加者講座参加者 育苗の為温室の苗床に接ぎ木を移動育苗の為温室の苗床に接ぎ木を移動 開講式開講式

接いで成長した苗接いで成長した苗

接ぎ木講習実技風景接ぎ木講習実技風景

接ぎ木苗引き渡し接ぎ木苗引き渡し
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▲鹿島アントラーズ優勝報告
　12月18日、鹿島アントラーズオリヴェイラ監督・大東社長・
選手らがＪリーグ優勝報告の為、ホームタウンである鉾田市を訪
れました。鹿行地区にゆかりのある選手として、曽ヶ端・佐々木・
小谷野３選手が来庁し、今後の抱負を語りました。また、監督か
らも「2009年もＶ３目指して頑張りますので、引き続き応援を
よろしくお願いします」と挨拶がありました。

▲夢の交流会　ようこそセンパイ！
 ～ジャイアンツ東野選手～
　12月24日、読売ジャイアンツの東野峻選手が、母校の大竹小
の交流会に招かれました。今回の交流会は、文部科学省が推進し
ているキャリア教育の一環として行われ、同校を卒業しプロ野球
で活躍中の東野選手と交流することで、夢と希望を持って生活で
きるようになることを目的に開催されました。東野選手は、挨拶
のなかで「夢は実現する。必ずかなう。かなうと強く思って今を
大切にしてほしい」と後輩達にエールを贈りました。

▲ 鉾田南中給前君アルペンスキーで４位！
 　全国大会へ
　鉾田南中２年の給前友貴君が、アルペンスキージャイアントス
ラロームで県中学総体スキー競技の部第４位となり、全国中学校
体育大会へ出場することとなりました。給前君の県大会記録は、
１分19秒96でした。１月22日には、教育委員会を訪れ、「鉾田
南中の名に恥じないよう全力を尽くします」と大会への意気込み
を語りました。

▼第19回山王杯ミニバスケットボール大会
　１月11日、12日に鉾
田市教育委員会と鉾田市
体育協会主催のミニバス
ケットボール大会が行わ
れました。子供たちの心
身の育成とバスケット
ボールを広めようと開催
されたもので、近燐小学
校から男女23チームが
参加しました。

▲第53回山王杯・第36回桜芳杯
　第17回鉾田ロータリー杯バスケットボール大会

　12月20日、21日に鉾田市教
育委員会と鉾田市体育協会主催
のバスケットボール大会が行わ
れました。近燐中学校から男
女48チームが参加して行われ、
体力の向上と親睦が図られま
した。

▲第４回鉾田市民バドミントン大会

　12月14日、鉾田総合公園に
於いて、鉾田市バドミントン連
盟主催による大会が行われま
した。鉾田市や近隣市町から約
200名が参加しました。中学生
の部と一般の部に分かれ、それ
ぞれのレベルアップと、各地域
の親睦を図る大会となりました。

▲第３回鉾田市小学生ソフトテニス大会
　12月21日、鉾田総合
公園に於いて、鉾田市体
育協会主催の鉾田市小学
生ソフトテニス大会が行
われました。参加者は、
積極的にボールを追いか
け、元気いっぱいプレー
しました。
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申込・問　レイクエコー　☎0299－ 73－ 2300
FAX 0299－ 73－ 3925

げんでん　ふれあい文化講演会（無料）

日時　２/14（土）13：30～ 15：00
場所　レイクエコー
講師　小沢　昭一 氏（俳優）
演題　「明日のこころ」
対象者　県民600名
申込方法　団体（５名以上）：申込書にて申込
　　　　　個人：電話・FAXにて申込

問　県広報広聴課　☎029－ 301－ 2128
FAX 029－ 301－ 2168

平成21年度「いばらき女性特派員」募集

申込締切２/27（金）
　県民参加の開かれた広報活動を推進するた
め、県広報紙「ひばり」の原稿を作成していた
だきます。
活動内容
・ 取材、県広報紙「ひばり」の原稿作成
・会議等に出席
任期　　Ｈ21. ４～Ｈ22. ３（１年間）
募集人員　　４人
応募資格
（１）県内在住の満20歳以上の女性
　　　　　　　（Ｈ21. ４. １現在）
（２）公務員や議会の議員でない方
（３） 取材先の要望する日時に応じて取材でき

る方（平日の日中の取材が主）
（４） 自分で取材先に移動できる方
　　 （県内全域が取材範囲）
謝礼等
　年間謝礼　12万円
応募方法
（１） 各地方総合事務所県民生活課に備えてある

応募用紙に所定事項を記入し、「女性特派
員に応募する理由」と「地域の話題」を添
付して、郵送又はFAXで応募。

（２） ホームページ http://www.pref.ibaraki.
jp/ から様式をダウンロードしてＥメー
ルでの送信も可

応募先
茨城県知事公室広報広聴課　広報編集担当
〒310－8555水戸市笠原町978－6
ＦＡＸ　　029－301－2168
Ｅメール　koho3@pref.ibaraki.jp

申込・問　県立水戸産業技術専門学院　☎029－269－2160

県立水戸産業技術専門学院平成21年度入学者 追加募集

募集科　建築システム科：若干名
願書受付期間　随時
試験日　毎週金曜日
試験科目　数学Ⅰ、国語Ⅰ、面接
※定員になり次第応募締切

申込締切２/16（月）
募集戸数　５戸（鉾田市串挽1311番地）
　　　　　 5301号室、5316号室、5329号室、

5508号室、5512号室
申込書の配布　市役所都市建設課
抽選会　２/25（水）10：00～
会場　　鉾田市役所３階（第３会議室）
＊入居資格がありますので、申込する方は問合
せください。

問　市役所都市建設課　☎33－2111（内線1274）

市営住宅（スカイタウン）入居者募集

レイクエコーセミナー講師・講座募集
あなたの趣味・特技を講座にしてみませんか

問　レイクエコー茨城県鹿行生涯学習センター・茨城県
女性プラザ　☎0299－ 73－ 3877

申込締切２/28（土）
　茨城県鹿行生涯学習センターは、学んだこと
を活かして講座を開設したいという意欲のある
人を支援します！！
募集対象
生涯学習の分野において専門的な知識・技術と
指導力を有する20歳以上の方。
講座内容
趣味で続けてきたことや仕事で身に付けた技
術・知識を活かしたものなど、内容はどんなも
のでも結構です。ただし、特定の政党や宗教の
宣伝を目的とするものや特定の企業や団体の宣
伝または、営利を目的とするものは除きます。
応募方法
講師を希望する方は、お問合せ下さい。

平成21年度県政モニター募集中
あなたの声を聴かせてください
問　県広報広聴課広聴グループ

☎029－ 301－ 2123　FAX029－ 301－ 2168

申込締切２/27（金）
　県政モニターは、県民参加の県政を推進する
ため、モニターの方のご意見を県の施策に役立
てていこうとする制度です。
主な活動の内容
（１）県政に対する意見や提案の提出
（２）アンケート調査への協力
（３）モニター研修会等への参加
任期　２年間（委嘱の日からＨ23. ３月まで）
応募資格　
（１）県内在住20歳以上の方
（２）常勤の公務員、議会の議員でない方
（３） 国・市町村のモニター及びインターネッ

トモニターと兼務にならない方
（４） 過去５年間に県政モニターを経験してい

ない方
申込方法・申込先
応募用紙を郵送・FAX・Ｅメール・電子申請
のいずれかで申込。応募用紙は県のホームペー
ジから取得できます。
郵送　〒310－8555水戸市笠原町978－6
　　　茨城県広報広聴課県政モニター担当
Ｅメール　koho2@pref.ibaraki.lg.jp
※当日消印・着信有効

申込・問　市役所産業経済課　☎33－2111（内線1165）

平成21年度造林用苗木の斡旋をします

申込締切２/26（木）
申込方法
　 産業経済課に備え付けの「苗木購入申込書」
に必要事項を記入し申込
引渡期間
　３月中旬から下旬を予定
引渡場所
　 申込取りまとめ後に決定し、連絡します。
造林後の補助制度
　 本数や面積などの一定条件を満たせば、県単
造林事業の補助対象になります。補助を利用
して造林を行いたい場合は、３月25日（水）
までに産業経済課へご連絡ください。

職種　木造建築科
対象　中卒以上
　　　 水戸周辺の事業所で働き雇用保険に加入

されている方
費用　約60,000円（授業料）

問　水戸建築高等職業訓練校　☎029－ 226－ 0405

水戸建築高等職業訓練校

問　鉾田保健センター　☎33－3691

こころの健康フォーラム（無料）

申込締切２/10（火）
　心身症予防、ストレス予防のために、また、
自分の心のあり方等について、この機会に「心
の健康」について一緒に考え、心について理解
を深めていきたいと思います。ぜひ、多数の皆
さまのご参加をお待ちしております。
日時　２/20（金）　受付13：00～
場所　大洋公民館
内容　歌の発表（スマイルハウス・のぞみ）
　　　講演「こころの健康について」
　　　講師：つくば国際大学
　　　　　　仙田志津代先生
申込方法　 上記問い問合せ先へ

申込

総務省電気通信サービスモニター募集
問　電気通信事業課　☎03－6238－ 1676

FAX03－ 6238－ 1698

申込締切４/３（金）
応募資格　
満20歳以上の方
活動内容　
アンケート調査（年２回・全員）
会議出席（年１回・別途）
委嘱期間　　６月１日から10か月間
応募方法　
はがき、封書、FAX又はＥメール
郵便番号、住所、電話番号、氏名（フリガナ）
性別、年齢、職業、応募の動機、メールアド
レス（任意）を記入
応募先　〒102-8795
　　　　千代田区九段南1－2－1
　　　　関東総合通信局電気通信事業課
Ｅメール　monitor-kanto@rbt.soumu.go.jp

申込締切２/22（日）
日時　３/14（土）　受付９：00～
場所　大洋公民館
出演資格　鉾田市在住・在勤者
内容　舞踊～民舞に限る
出演料　１人（出演者）1,000円
申込方法　 下記の方へ出演料を添えて申込（申

込用紙は各公民館にもあります）
　　　　　浅倉末子（旭地域）
　　　　　佐藤みよ子（大洋地域）
　　　　　真家けい子（鉾田地域）

問　市民舞踊まつり事務局　藤崎　☎32－3513

第４回　市民舞踊まつり出演者募集
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シング・シングコンサート
～スマイルハウス・のぞみとステキな仲間たち～
問　鉾田市社会福祉協議会

本所☎32－5831　FAX 32－ 5832
旭支所☎37－ 3571　FAX 34－ 4211
大洋支所☎34－5200　FAX 34－ 5201

　地域活動支援センター「スマイルハウス」と
「のぞみ」の利用者がコンサートを開催します。
　来場希望者は、申込ください。
日時　２/28（土）13：30～ 15：30
場所　大洋公民館　（入場無料）
出演　
地域活動支援センタースマイルハウス＆のぞみ、
ゲストバンド「ＧＯ！ＧＯ！シーチキンＢＯＹ‘ｓ」

（鉾田一高ユニットバンド）
申込方法　電話又はＦＡＸで申込
 （氏名・住所・連絡先を明記）　　

大洋写真クラブ作品展
期間　１/27（火）～２/21（土）
時間　９：00～ 17：00
場所　大洋公民館１階ロビー
課題　「植物」・「自由作品」
※ただし、月曜日は休館日となります。

大洋歌謡クラブ発表会
日時　３/１（日）９：00～ 17：00
（開演は10：00～）
場所　大洋公民館１階大集会室
内容　歌謡クラブ発表会

問　大洋公民館　☎39－3305

大洋公民館からのお知らせ

問　市役所農業委員会　☎33－2111（内線1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

受付相談日
　２/６（金）９（月）
　　大洋市民センター　９：00～ 12：00
　　旭市民センター　　13：00～ 16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と

審査

県民交通災害共済（受付開始）
問　市役所市民課☎33－2111（内線1153）

旭市民センター　☎37－4345
大洋市民センター　☎39－3312

会費（手続時にお預かりします）
　　大人　　　　900円
　　中学生以下　500円
　　　（中学生以下はＨ21. ４. １現在で区分）
共済期間　Ｈ21. ４. １～Ｈ22. ３. ３１
　※ ４月１日以降加入の場合は、申込日の翌日

から有効
請求期間　事故日の翌日から起算して２年以内
見舞金の例
　　　死亡　　　100万円
　　　障害　　　２～ 30万円
　　　身体障害　50万円（１・２級の場合）

問　茨城県警察本部総務課広報広聴室音楽隊係
☎029－ 301－ 7018

おまわりさんのコンサート（無料）

日時　２/７（土）14：00～
場所　県民文化センター
出演　茨城県警察音楽隊
　　　茨城県警察カラーガード隊
演奏予定曲等
○ホルン協奏曲
○サウンド・オブ・ミュージックほか

受付期間
　２/２（月）～２/27（金）
提出先
　茨城県鉾田市鉾田1444－1
　鉾田市役所総務部財政課・契約検査係
提出方法
　財政課窓口へ持参
　（９：00～ 12：00、13：00～ 17：00）
　　　　　　　　　　※土・日・祝日を除く
有効期間
　Ｈ21．６．１からＨ23．５．31まで（２年間）
詳しくは、ホームページをご覧下さい。

http://www.city.hokota.lg.jp

問　市役所財政課　☎33－2111（内線1231）

小規模工事等契約登録制度の受付について

鉾田市一般競争（指名競争）参加資格審
査申請書提出について（物品製造等用）

問　市役所財政課☎33－2111（内線1231）

受付期間
　２/２（月）～２/27（金）
提出先
　〒311-1592
　茨城県鉾田市鉾田1444－1
　鉾田市役所総務部財政課・契約検査係
提出方法
　 持参又は郵送※書留・簡易書留郵便に限る
　　　　　　　※Ｈ21. ２.27消印有効
　受付：９：00～12：00、13：00～17：00
 （土・日・祝日を除く）
　郵送：受付票返信用として宛先等を明記した
返信用（切手貼付）封筒（定型）を同封すること。
有効期限
Ｈ21．６．１からＨ23．５．31まで（２年間）
詳しくは、ホームページをご覧ください。

http://www.city.hokota.lg.jp invite募集します

問　水戸調停協会（水戸地方裁判所内）
☎029－ 224－ 0011（内線5280）

調停相談会実施について（無料）

日時　２/13（金）10：00～ 15：00
会場　ひたちなか市　ワークプラザ勝田
内容
　 土地や建物の権利争い、金銭貸借上の紛争、
家庭内や親族間のもめ事、法律が絡んだ問題
の解決方法などについて調停委員が無料で応
じます。
相談員　
　 水戸調停協会所属調停委員（弁護士、不動産
鑑定士、税理士、建築士、司法書士、社会保
険労務士、土地家屋調査士）
※予約不要です

問　国の教育ローンコールセンター　☎0570－ 008656
公衆電話・ＩＰ電話などからは　☎03－5321－ 8656

「国の教育ローン」のご案内

　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や外国の高校、大学等に入
学・在学するお子さまをお持ちのご家庭を対象
とした公的な融資制度です。
【ご利用いただける方】
　ご融資の対象となる学校に入学・在学される
方の保護者で、子供の人数に応じ、子供の人数
が１人の場合は、給与所得者は790万円以内（事
業所得者は590万円以内）。子供の人数が２人
以上の場合は、給与所得者は790万円に子供の
人数１人あたり100万円ずつ加算した金額（事
業所得者の場合は所得換算した金額）以内の方。
【融資額】学生・生徒１人につき200万円以内
【利率】年2.65％（平成20年10月１日現在）

　特別便についてご不明な点や回答方法等につ
きまして、相談窓口を開設いたします。
日時　３/３（火）９：00～ 16：00
場所　鉾田中央公民館
相談員　社会保険労務士（１名）
対象者　「ねんきん特別便」が届いた方
定員　15名程度（予約制）
費用　無料
予約先　市役所保険年金課
【持参いただくもの】
ねんきん特別便、年金証書（年金を受給されて
いる方）、年金手帳（又は基礎年金番号通知書）
※代理の方がお越しになる場合は、委任状と身
分証明書が必要となります。

問　市役所保険年金課　☎33－2111（内線1121）
　茨城社会保険事務局年金課　☎029－ 302－ 3108

ねんきん特別便に関する相談

茨城県の特定最低賃金改定のお知らせ
必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も
問　茨城労働局労働基準部賃金室

☎029－ 224－ 6216

　特定の産業に従事する労働者とその使用者に
適用される特定最低賃金（従来の「産業別」最
低賃金）が、下表のとおり決定されました。仮
に労使双方が合意した上で最低賃金額未満の賃
金を定めた場合であっても、その賃金は無効と
され、特定最低賃金が適用されます。

効力発生日：平成20年12月31日
（注１）従来の「一般機械器具製造業」

（注２）従来の「電気機械器具、情報通信機械器具、電

子部品・デバイス、精密機械器具製造業」いずれも日

本標準産業分類改定による件名変更。適用される使用

者及び労働者の範囲に変更はありません。

件名 時間額
鉄鋼業 782円
はん用機械器具、生産用機械器
具、業務用機械器具製造業（注１） 769円

計量器・測定器・分析機器・試
験機・理化学機械器具、医療用
機械器具・医療用品、光学機械
器具・レンズ、電子部品・デバ
イス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具、時計・同部
分品製造業（注２）

762円

各種商品小売業 734円

申込・問　レイクエコー　☎0299－ 73－ 2300
 FAX0299－ 73－ 3925

女性のためのカラダとココロの健康セミナー

　年齢に応じて変化する身体と心について考
え、健康で自信をもって生き生きと過ごすスキ
ルについて学びます。
日時　２/21（土）10：30～ 12：00
場所　レイクエコー
演題　「もの忘れ」～知っていると安心～
講師　筑波記念病院
　　　　副院長兼看護部長　柏木とき江 氏
参加対象　16歳以上の女性
定員　50人（定員になり次第締切）
申込方法　電話又はＦＡＸ
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毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

●３/２（月）旭市民センター
●４/６（月）鉾田市役所
※時間はいずれも８:15～９:15

１月６日の鉾田市役所での朝市トー
クの様子。雇用対策が話題となりま
した。

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　　鉾田本所　☎32－5831
　　旭支所　　☎37－3571
　　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

２月 19（木）
旭公民館

12（木）
大洋公民館

３月 12（木）
社協本所

26（木）
大洋公民館

市の花　ヒマワリ 市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス

電話案内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

鉾田警察署　110
鉾田消防署　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

行政相談

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

２/11（水）13:30～15:30
鉾田中央公民館

＊毎月第２水曜開催

　４月から５月にかけて北浦湖畔の安　４月から５月にかけて北浦湖畔の安
塚公園で掲揚する鯉のぼりを募集して塚公園で掲揚する鯉のぼりを募集して
います。ご家庭で不要となった鯉のぼいます。ご家庭で不要となった鯉のぼ
りがありましたらご提供ください。りがありましたらご提供ください。

問　市役所都市建設課　☎33－2111（内線1274）

鯉のぼり募集について

対戦カード
●３/７（土）浦和レッズ●３/22（日）サンフレッチェ広島

●４/４（土）京都サンガＦＣ●４/18（土）横浜Ｆ・マリノス

●４/29（水）ヴィッセル神戸●５/10（日）清水エスパルス

●６/20（土）ジュビロ磐田●７/11（土）大宮アルディージャ

応募方法　ハガキに下記事項を明記して

　　　　　２/26（木）＜必着＞までに送付
①住所②氏名③電話番号④観戦希望試合

応募先　〒311-1592

　　　　鉾田市役所　企画課サッカー観戦係

■プレゼント： 各試合１組（２名）様、

　　　　　　　合計８組（16名）様ご招待。

■応募は、1人１通のみ有効

■観戦にかかる交通費などは当選者負担

■ 当選は、抽選により決定し、チケットの発送をもって

発表にかえさせていただきます。

問　市役所企画課　☎３３－２１１１（内線1301）

アントラーズ観戦ペアチケットプレゼント　２/26必着

　昨年大変好評で10月末には売り切れと

なりました枝葉熟成たい肥が３月から販売

を開始いたします。

　植木剪定で出た枝葉を破砕機でチップ化

し、水と酸素を供給しながら、１年間かけ

て発酵させた、熟成たい肥です。

　１㎡あたり、本品１袋を土に混合して下さ

い。土が柔らかくなり根張りが良くなります。

１袋　200円（10キロ　20ℓ入）

　 　尚、在庫がない場合も

ありますので、購入の際

は、事前にご予約をお願

いいたします。鹿島灘海

浜公園でも販売（袋詰）

しています。

問　シルバー人材センター　☎32－4448

枝葉熟成たい肥　３月から販売開始します

市立図書館休館日　２月 休館日

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

問　市役所産業経済課☎33－2111（内線1167）
農業使用済みプラスチックなどの収集日程

旭地区 鉾田地区 大洋地区
時間 9:00～12:00
塩ビ ２/12（木）２/10（火） ―
ポリ ３/11（水）２/24（火）３/10（火）
粗悪品 ３/25（水） ３/24（火）

つくば（９：00～ 21：00） ☎029－852－9999
大阪（24時間対応） ☎072－727－2499
日本中毒情報センターhttp://www.j-poison-ic.or.jp

中毒110番

毎日（18：30～ 22：30）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

毎日（20：00～ 23：00）☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－2鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

健康カレンダー
旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

事業名 場所（項目） ２月

乳児健診 鉾田 23（月）
（H20．10生）

育児相談
旭 ３（火）・３/３（火）
鉾田 23（月）
大洋 10（火）

幼児健康
診査

旭
１歳半健診 ３（火）

（H19．５～７生）

３歳児健診 ３/３（火）
（Ｈ17.9～11生）

鉾田

１歳半健診 27（金）
（H19．７生）

２歳児歯科健診 20（金）
（Ｈ18．７生）

３歳児健診 24（火）
（H17．10生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 ４・18・25（水）
鉾田 ５・19・26（木）
大洋 ６・13・20（金）

精神保健事業
事業名 場所（時間） ２月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30）６・13・20・27（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） ４・18（水）

鉾田
（９：30～11：30） ４・25（水）

大洋
（９：30～15：00）９・16・23・３/２（月）

献血にご協力ください
２/６（金）９：30 ～ 15：30 旭総合支所
２/26（木）９：30 ～ 15：30 鉾田市役所

納税カレンダー
固定資産税 ４期

納期限
３/２
（月）

国民健康保険税 ８期
介護保険料 ６期
後期高齢者医療保険料 ８期

休日診療
電話番号 ２月

鉾田病院 ３２－３３１３ 15
高須病院 ３３－２１３１ ８・３/１
ハタミ病院 ３３－３１５８ 11
北浦整形外科 ３３－２１３６ 22

【収集場所】【収集場所】
　市役所都市建設課　市役所都市建設課
※ 収集については、旭・大洋市民セン※ 収集については、旭・大洋市民セン
ターの管理グループ窓口でも受け付ターの管理グループ窓口でも受け付
けています。けています。

※ ご提供いただいた鯉のぼりは返却で※ ご提供いただいた鯉のぼりは返却で
きませんのでご了承ください。きませんのでご了承ください。

（２/３～３/３までの予定を掲載）

（２/３～３/３までの予定を掲載）

（２/３～３/３までの予定を掲載）




